
令和６年度 第３回 飯田小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和７年２月７日（金） １３時５０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  飯田小学校 家庭科室 

３ 出 席 委 員  露木里江子、森峯男、小野逸子、鈴木美枝子、荻野裕貴、鈴木大輔 

４ 欠 席 委 員  杉山邦司、白井竜之   

５ オブザーバー  神谷匠（東部協働センター） 

６ 学     校  勝亦英彦（校長）、町田全広（教頭）、森島広人（主幹教諭） 

河村拓実（生徒指導）、小林知美（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会   鈴木陽子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 小林知美 

10 議長の選出 

  司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木大輔委員が、本日の議長を務め

ることを申し出、全員異議無くこれを承認した。  

11 協 議 事 項   

（１）学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本的な方針について」含む） 

（２）来年度の学校運営の基本方針の説明 

（３）学校運営協議会の自己評価 

12 会 議 記 録 

  司会の教頭から、委員総数８人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

（１）学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本的な方針について」含む） 

   主幹教諭、生徒指導から資料に基づき、学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本

的な方針について」含む）についての説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・ いじめについては、気になる表れを未然に防止すること、小さいうちに対応してい

くことが大切で、一つ一つ丁寧にしてくれている。早め早めの対応をしてくれている

と思う。 

交通安全の面では、小学生のうちから、自転車の乗り方について気を付けて指導し

てくれている。中学生の自転車事故防止につながる。飯田小学区の登下校では、大塚

町は集団登校をするなど、地域ごとに考えている。         （露木委員） 

・ 正門前の横断歩道の信号を無視して行く車が３・４台あった。子供達には、歩行者

信号が青になっても周囲を見てから渡るように声をかけている。    （森委員） 

・ 下校時、通学路ではなく大回りをして危険な道を帰っている児童がいる。ルールが

守られるよう、学校・家庭・地域が声を掛け合っていけるとよい。  （小野委員） 

・ 下校中、危険な行為をしている子を見る。道路は危険なためルールを守ってほしい。 

「夢やめあてをもち、進んで活動に取り組んでいる」の評価が、児童・教員は高い

が保護者は低い。保護者が子供を認め、褒めていけば高まると思う。そうすることで

自己肯定感も高まり、いじめが減ることにもつながる。       （荻野委員） 

・ 「夢」をもつということは、人によっては簡単なことではない。決められない子や

その保護者にとってプレッシャーになる。「夢」という言葉の捉え方だと思うが、夢を

無理にもたせなくても、めあてや低い目標でいいのではないかと思う。（鈴木美委員） 

・ １年生と６年生では、夢が違うし違っていいと思う。学校のことをいろいろ分かっ

てもらうために、学校の活動に地域や保護者の方に来ていただくといい。（鈴木大委員） 



 

・ 夢に対する考えや捉え方は、色々ある。子供の夢が、成長と共に変わっていくのも

面白い。 

夏期のヘルメット着用で、帽子で登校する子は、ヘルメットはどうするのか。 

（露木委員） 

・ 熱中症対策として、今年は７月から９月の間は帽子での登校を許可したが、保護者

からの要望もあり、６月から９月にしたい。その場合、ヘルメットを学校に置いてお

き、自転車に乗る時は持ち帰りか、自宅用のヘルメットを使用するようにしている。

 また、体操服の着替えについて、３年生以上は空いている教室等を着替えに使用し、

１・２年生は教室の前後で分けて着替えをするようにしている。    （校長） 

    

（２）来年度の学校運営の基本方針の説明 

    校長から資料に基づき、来年度の学校運営の基本方針についての説明があり、委員か

らは以下の発言があった。 

  ・ きれいな学校３つの合言葉は、大賛成。３つなら、覚えやすい。中学に同じような意

味の合言葉があり、小・中と繋がっていけるのでいいと思う。時代の変化に合わせて重

点を変えていくのは大切。主体的に一歩一歩取り組んでいってほしい。 （露木委員） 

  ・ アンケートの評価項目を子・親・教員・地域とその立場に合った質問に変えていくこ

とに賛成。アンケートの内容によって、答えにくいものがあった。    （小野委員） 

   ・ 重点目標を子供自身が理解し、取り組んでいけるようにしてほしい。「飯田小一日の

学校生活」は、子供に一日の流れを導いていてよい。親も一緒に確認できる。３年生の

米作り体験活動は、PTAとしても協力してやっていきたい。            （荻野委員） 

・ 外国と比べると、日本は、小学校で様々な勉強をしていてレベルも高いと思う。子供 

自身が、安心・安全だという気持ちをもてるようにしたい。          （鈴木美委員） 

・ 基本方針が具体的で分かりやすい。CSコーディネーターとして協力して、共に成長を 

育んでいきたい。                                                （鈴木大委員）

  

   協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

      

・  重点目標のその他の項目の評価が高くていいと思う。きれいな学校３つの合言葉は、

覚えやすくていい。標語的なものがあると振り返った時、思い出しやすい。「一日の学

校生活」は、一つ一つ項目が親として指導できていいと思う。 （神谷オブザーバー） 

          

（３）学校運営協議会の自己評価 

   資料に基づき、学校運営協議会の自己評価について説明があり、全員異議なくこれを承

認した。 

 

その他報告事項等 

・ CSコーディネーターよりコーディネーター研修会の参加報告があった。 

・ 司会から「いいだいなほ応援団」についての説明と夢育やらまいかCS加算分の報告があっ 

た。また、次年度の委員、会長・副会長・議長の選出について確認があった。 

次年度第1回会議は、令和７年５月１３日（火）１３時３０分から家庭科室で開催する予 

定である旨の報告があった。 


